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１ 総合的な探究の時間 

（１）第１学年普通科「夢探究Ⅰ」 

 指導経験の長短に関わらずファシリテート可能で，かつ段階的に生徒の思考の深化を援助するワークシ

ートの開発を行った。 

 第１学期 

〇ガイダンス「平和な未来を築くために」  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇探究試行「『新型コロナウイルス』探究プロジェクト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 「平和な未来を築くために」ワークシート 

 

図２ 生徒のレポート 
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＜生徒の記述＞ 

「休校と学力低下」をレポートした生徒への感想・アドバイス 

・具体的な数字があり，分かりやすく説得力がある文章で

と とてもいいと思う。 

・根拠がしっかり書かれていることで説得力がある。 

・感染を防ぐだけでなく自主性が身につくといった他のメ

リットも挙げていた。 

 

「９月入学」をレポートした生徒への感想・アドバイス 

・日本の受験シーズンは感染症の流行時期なので，９月入

学と聞くとまだ少し抵抗はあるけど悪いことばかりでは

ない。検討していくのはいいことだと私は思う。 

・私はこの意見に反対だ。世界では多くの国が９月入学だ

が，日本は今まで４月入学を続けてきた。新型コロナウイ

ルスのためとはいえ急に変えられると教育関係者に多大

な負担をかけてしまい，それに伴う混乱も生じる。 

 

〇探究試行「メディアから学ぶ社会課題」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポートに対する感想 アドバイスシート 

図４ 生徒が作成したマインドマップ 

  

図５ オンラインでの話し合いメモ 

図３ レポート共有化シート 
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＜スライド発表後の生徒の記述＞ 

・スライド発表で，重要な表やグラフがわかりやすかったという意見が多くよかったが，声が小さかった

という意見も出ているので，次回の発表の課題としたい。 

・多くの高評価をもらい成果を実感することができた。実際の発表はパソコン画面ではなくプロジェクタ

ーで映すので，そのことを考えてスライドの色遣いをもう少し工夫できたらよかった。 

・すべての流れを班員で話し合ってからスライド作成に入ったので良い提案ができたと思う。大きな声で

聞き取りやすかったという評価がもらえたのもよかった。 

・発表計画を立てて臨んだが，実際の発表ではスライドを動かすタイミングが話す声とズレたところがあ

った。もっと綿密な計画を立てて臨むべきだった。 

・文字の大きさや声の大きさなど，相手に伝えることをもっと意識するべきだった。 

 

 

図６ グループで持ち寄った資料 

 

 

 
図７ 生徒の作成したスライド（グループ） 
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○１学期の振り返り 

＜１学期の振り返り 生徒の記述＞ 

・入学前は戦争をなくすことだけが平和だと

多くの人が思っていたが，1 学期の学習を

通して，一人一人が意識をもって周りの人

と協力していくことが平和で持続的な社

会を実現するために大切だと思った。 

・他人のことを大切にするのはもちろん大切

だけど，その前に自分を大切にすることも

重要であり，平和につながるという意見は，

今まで自分では思いつかなかったが，納得

できる意見だった。 

・自分から意識を変えていくことが大切だと

思った。そのためにも主体性を持つことが

必要だと思った。 

・平和な社会とは，戦争がないということだ

けではなく，すべての人が安全に安心して

暮らせる社会だと感じた。入学前と比べ，

大きく変化したわけではないが，かなり深

みのある考えになったと気づいた。 

 

 

 

 

 第２学期 

○「大学×ＳＤＧｓ」講座  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 「大学研究」ワークシート 

図８ 「1学期の振り返り」ワークシート 
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○「企業×ＳＤＧｓ」講座 

 

 図11 「企業連携」ワークシート 

図10 「広大オンライン訪問」ワークシート 
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○「行政×ＳＤＧｓ」講座  

 

 

 

＜２学期の振り返り 生徒の記述＞ 

⊡                     ・学問や経済活動が社会貢献とつながっていること

を理解できた。 

                     ・世界と協力して様々な活動をしていることが分か

り，ＳＤＧｓが私たちの身近な課題であることを

改めて意識した。 

・学問・社会活動・行政の仕組みを詳しくは知らず

にいたが，様々な方の話をお聞きし，日本の社会

だけでなく世界までを考えた活動が行われてい

ることを知り，責任の重さについて考えることが

できた。 

・多くの企業の方の話を聞いて，社会が抱えている

問題に対し，自分に何ができるかを考えるように

なった。 

・ある課題に対して，自分なりの意見が持て，より

よい未来のための具体的な方策が述べられるよ

うになった。 

・学問・経済活動・行政のしくみと社会貢献との関

わりについて，それぞれの役割を理解しながら考

えることができた。  

 

 

図12 「外務省講座」ワークシート 

 

図13 「企業×ＳＤＧｓ」まとめのワークシート 
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ウ 第３学期の取組「探究×ＳＤＧｓ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

＜３学期の振り返り 生徒の記述＞ 

・                     ・収集した情報が正しいか吟味し，わかりやすく組み立

て                 てることができた。 

                      ・問いの立て方のポイントなどが分かるようになった。 

                      ・自分の身の回りのことと社会的に問題になっているこ

と                 を結び付けて課題を挙げて考えることができた。 

                      ・自ら状況把握し，社会課題を発見できるようになった。 

 

図14 「情報収集・冬休み宿題」新書レポート 図15 「テーマ設定」ワークシート 

 

 

図16 「情報収集・記録」ワークシート 

図17 「テーマ発表」スライド（個人） 
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（２）第２学年普通科「夢探究Ⅱ」 

 指導経験の長短に関わらずファシリテート可能で，かつ段階的に思考の深化を援助するカリキュラム開

発を行った。 

◯生徒作成の自己評価ルーブリック 

 

                   図１ 生徒作成の自己評価ルーブリック 

 

◯研究概要スライド（６月段階） 

 ６月の段階では，１．研究の要旨，２．リサーチクエスチョン，３．用語の定義，４．今後の流れ，５．

引用参考文献までを整理し，プレゼンテーションを作成させた。 

 

 
図２ 生徒が作成した研究概要スライドの例 
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◯課題研究中間発表会（社会人TAからのアドバイス） 

＜生徒の感想＞ 

・TAの方には，学生だからと言って甘く見るのではなく社会人として思ったことを率直に言っていただけ

ました。「理想」という言葉を使いすぎているかなぁと思っていたら，自分の理想がどんなものなのか具

体的に言ったほうがいいといわれました。とても短い時間だったので自分の思いを伝えきることができ

ませんでした。次からはテンプレとか形式にとらわれず，自分の意見を優先して発表したいです。 

・自分では気づかないところを教えてもらえたのでとても参考になった。 

・自分の提言についてもっと説明できたら良かったなと思いました。TAの先生から指摘された部分を取り

込んで内容を濃くしたいです。 

・自分の人生経験では見つけられないような改善すべき点を教えていただきとても有意義な時間になりま

した。アドバイスをいただいた部分は修正していきたいと思います。 

・自分の中では，順調に研究を進めてきたつもりでしたが，OBの方の助言により自分の研究の中の「自分

の提言」が研究と遠ざかっているということに気づけたので良かったです。また，研究だけでなく質問

をする際には積極性を持つことや，やると決めたことは楽しんでやるなどこれからの人生に役立てる事

も学ばせてもらえたので良かったです。 

・とても緊張したけど，周りやスライドを見ながら話すのを頑張れた。友達からはもらえないような難し

いアドバイスだったり，自分も知らなかったようなアドバイスがもらえてよかった。なかなかない機会

だったから，この機会を活かしてこれから研究を進めていきたい。 

・厳しいコメントを頂いたおかげで，研究に対してもっと深く知ろうと思った。 

・クラス内での中間発表会では指摘されなかったことを指摘していただいたり，TAの先生が新聞記者をや

られている方だったので，プレゼンを聞く人が誤解を生まないような言い回しに気を付けたらよいとい

うことや，スライドはなるべく文字を減らして図や写真を使うとよいということなど，研究の内容以外

のことについても教えていただくことができ，有意義な時間になったと思いました。 

 

◯研究スライド（２月段階） 

 

 

 

図３ 研究スライド 
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◯レジュメ（作成途中のもの） 

 本年度の研究内容をレジュメ（A4２枚程度）にまとめ，来年度の論文作成に活用する。 

 

研究テーマ 

まちを元気に，ひとを元気に。  

 

１．研究の背景 

 この研究テーマを設定した目的は故郷である江

田島の活性化を行い，江田島市民を元気にすると

いうことである。私は，小学校や中学校の総合的

な学習の時間を通して，地域の課題や魅力を学び，

地域の産業体験，活性化動画の作成，江田島市長

への提言を行ってきた。その経験を「学習」とい

う形で終わらせるのではなく，実際に故郷を元気

にするための深い分析や行動を起こしたいという

思い，そしてこの研究を通してより多くの人に江

田島について知ってもらい，その形で進行的に故

郷に貢献したいという思いから本研究を行ってい

る。 

 先行研究では，地域創生において地域開発事業

に関する問題点と，地域ブランド創出の重要性が

明らかになっている。地域の繁栄において，いわ

ゆる「箱物」の存在は，一見大きく貢献すると考

えられる。しかしながら，実際には「箱物」が存

在して，人が集まるのではなく，人がいるところ

に「箱物」があるからこそ，人口は集中している

のである。したがって，過疎が課題となっている

地域に「箱物」を無理に作っても，十分な利益を

あげることができず，過疎になっていることによ

って地域が抱える財源不足をさらに加速してしま

うことにつながりかねない。そして，地域ブラン

ドとは「地域を主に経済的な側面から捉えたとき

の，生活者が認識するさまざまな地域イメージの

総体」である。つまり，地域ブランドの創出は生

活者，すなわち「住民」の地域に対する認識，愛

着を高めることにつながるのである。これは，行

政と住民の連携が必要となる地域創生において重

要な役割を果たすといっても過言ではない。 

 

２．リサーチクエスチョン 

 江田島市を活性化させるためにはどのような取

組が効果的なのか。 

 

 

 

３．用語の定義 

「活性化」・・・江田島市市民満足度調査結果から

明らかになった江田島市民のニーズに対応するこ

と 

 

「過疎地域」・・・①人口要件‐25年間の人口減

少率21％以上 

②財政力要件‐財政力指数0.5以下・公益競技収

益40億円以下（総務省の定める基準） 

 

４．社会課題の事例 

 本研究では，社会課題を江田島市市民満足度調

査から分析した市民の抱えるニーズとする。江田

島市民のニーズは主に３つに分類することができ

る。1つ目は，産業・観光分野のニーズである。

令和元年度市民満足度調査では，「企業誘致の推

進」，「宿泊・観光施設の整備」に関して，それぞ

れ重要度73.8，78.1に対して，満足度48.7，44.8

という結果となった。2つ目は，福祉・保健分野

のニーズである。調査では，「医療機関の充実」に

関して重要度83.1満足度52.7という結果となっ

た。３つ目は，生活基盤分野のニーズである。調

査では，「防災対策」に関して，重要度88.4満足

度51.0という結果となった。また，「バスなどの

確保」に関して，重要度76.9満足度49.5という

結果となった。（下図参照）これらのことから，江

田島市の課題として，「交通・移動の制約」，「買い

物・商業施設の不活性」，「働く場・魅力の創出・

発信の不足」が挙げられる。 

 これらの市民のニーズはＳＤＧｓで11番「住み

続けられるまちづくりを」を軸として，３番「す

べての人に健康と福祉を」や９番「産業と技術革

新の基盤をつくろう」の目標にも関連している。

したがって，環境，産業，福祉など，様々な視点

を含んだ総合的なまちづくりが必要となる。
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（「令和元年度 市民満足度調査の結果について」

江田島市役所ホームページより引用） 

 

５．社会課題の原因・要因 

 これらの課題の根本的な原因は「人口減少」で

あると考えられる。なぜなら，人口減少は市の税

収の減少，すなわち，財政力の低下につながり，

結果的に市民のニーズに応えるためのまちづくり

にかける費用（ここでは「地域開発事業特別会計」

とする）が減少してしまうためである。実際に，

江田島市の税収は平成17年度は26億7347万円で

あったが，令和２年度には24億5071万円と減少

している。また，地域開発事業特別会計は平成17

年度が7234万円であったのに対し，令和２年度に

は4540万円にまで減少している。江田島市の人口

は1995年は，３万4866人であったが，2020年に

は，２万2356人に減少しており25年間の減少率

は35.8％となっている。この人口増減は「自然動

態」，「社会動態」という２つに分類される。まず，

出生や死亡の観点から計る自然動態は平成30年

度では出生109人，死亡504人となり－395とい

う結果であった。このことから少子高齢化という

課題も見えてくる。次に，転入・転出という観点

から計る社会動態は転入1583人に対し，転出1700

人となり－117という結果であった。統計結果か

ら，この減少の主な原因は転勤であるが，江田島

市には自衛隊があり，それに関連したものだと考

えられるため，それほど深刻な原因ではないと判

断する。次に多い原因は就職である。平成30年度

調査の「各地域における江田島市への転入者と転

出者の差引」では日本全国８地方中，中国地方へ

の転出が最も多く，そのほとんどが広島県内への

転出であった。このことから「仕事づくり」とい

う観点は地域づくりを行う重要なポイントである

と考えられる。 

 

６．既存の解決策 

 既存の解決策を２つの視点から挙げる。１つは，

「他の過疎地域における活性化政策」である。「ゆ

ずの村」として知られる高知県馬路村では，ゆず

を始めとした地域資源を活かし，通信販売や第６

次産業化を実施している。その成果として，ゆず

産業により年商30億円以上もの財政力を維持し

ている。また，徳島県神山町では，地域内にある

空き家を改装した事業を実施している。特徴的な

地域資源の代わりに，空き家という「スペース」

を，ベンチャー企業のサテライトオフィスや，国

際交流の場として活用している。しかし，これら

の解決策には「人口減少を止めることの難しさ」

という課題が存在する。実際に，高知県馬路村の

人口は1990年は1313人であったが，2020年には

852人まで減少している。 

 もう１つの視点は，「江田島市における現時点の

活性化政策」である。江田島市行政は「協働と交

流で創りだす『恵み多き島』えたじま」をスロー

ガンとして市民満足度や将来性の観点から活性化

を模索している。近年，総観光客数は増加してい

るものの，やはり人口減少を抑えることはできず，
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地域開発を行うための財政にも大きく影響してい

るというのが現状である。 

 

７．自分の提言 

 これらの既存の解決策をもとに明らかになって

きた地域活性化における重要な視点は「関連性」

と「持続性」である。したがって，この２つの観

点において江田島市の活性化案を提言する。 

 まず，「関連性」という点において「つながり つ

なげる まちづくり －島から世界へ－」という

コンセプトとともに，２つの案を述べる。１つ目

の案は「江田島市活性化動画の作成」である。既

にこの種のPR動画は存在するが，それらの動画は

主に江田島の「魅力」，特に地域資源である特産品

に焦点をあてたものである。本研究で今回提言す

る動画は江田島に関係する「ヒト」に焦点をあて

るという点に新規制がある。島内に住む学生，お

年寄りなどの他に，新しく江田島に転居してきた

人の生活を通して江田島の魅力を発信したい。こ

の動画は，具体的な江田島での生活風景が見える

ことで市民を元気づけ，新たにどこかへ移住した

いと考えている島外の人の目に留まるきっかけに

なると考える。２つ目の案は「お土産づくり」で

ある。江田島には牡蠣，みかん，オリーブなど豊

かな自然を活用した特産品が多くある。しかしな

がら，それらの特産品を加工したお土産の種類は

数少ない。さらに，その製作工程にも工夫を加え

る。それは「市民・地域飲食店（菓子店）・行政が

連携して製作する」ということだ。江田島市は毎

年，小中学生，一般市民を対象として「えたじま

んレシピコンテスト」を開催している。これは，

江田島の特産品を使用して江田島の魅力を市内外

に発信することを目的として実施されている。こ

の考え方を応用してお土産づくりを実施したい。 

 次に，「持続性」という点において，「持続可能

な島」，「夢を応援する島」をビジョンとして提言

する。「持続可能な島づくり」は，世代間の継続性・

将来性，ＳＤＧｓ，地域間の関連性に重点を置い

たまちづくりである。「住み続けたいまちづくり」，

「住み続けられるまちづくり」に若い人材，世代

間のつながり，環境との共生は不可欠である。目

指すまちづくりは，一時的なものではなく，将来

の姿を見据えながら実施されるものであるという

ことだ。「夢を応援する島」は，「夢」と「人材」

を江田島という「場所」を拠点にしてつなぐ，と

いったものである。江田島市には空き家が延べ13

件あり，活動スペースは十分にある。そこに夢や

志を持った人を呼び込むのだ。そして，江田島と

いう環境や様々な人との出会いを通して新たな発

見や可能性が生まれ，それを外に発信し，社会に

貢献する。その活動によってまた別の人の活動に

つながる，といったサイクルの創出がこのビジョ

ンのねらいである。 

 

８．研究の課題 

 発生する課題として次のようなことが挙げられ

る。まずは，「人口減少」についてである。本研究

では社会課題の要因として人口減少を掲げたが，

高知県馬路村，徳島県神山町の例にも見られるよ

うに，減少そのものを解決することは非常に困難

である。したがって，人口に左右されないまちづ

くりが重要なポイントとなってくる。次に，「資金

調達」についてである。まちづくりは経済活動の

もとに成り立っているので，事業を始める，そし

て続けるための資金は必要不可欠だ。しかし，社

会課題でも挙げたように，江田島市の行政の歳出

における地域開発事業費の割合は低減している。

よって，事業の資金の財源を生み出すことも新た

に必要となってくる。  

 

９．研究の展望 

 本研究では，自身の故郷である江田島を中心と

して活性化案を提言してきた。これからの展望と

しては主に２つある。まずは，「実現」である。そ

のために，市行政や島内外の地域コーディネータ

ーと連携をとりたいと考えている。また，江田島

でのワークショップを実施したい。県内で同じよ

うに探究活動を行っている高校生に声をかけ，Ｓ

ＤＧｓに関連し，なおかつ参加者に江田島の魅力

を感じてもらうことができるものを企画している。

次に，「将来への活用」である。私は将来，国際社

会に貢献する活動をしたいと考えている。本研究

の「まちづくり」という視点はスラム街の生活環

境というような社会課題にも応用することができ

るのではないかと考える。 

10．謝辞 

 本研究の執筆にあたり，タイガーモブ株式会社

最高執行責任者 中村寛大様，江田島市企画部企画

振興課 畑河内様，飴野様，大崎上島地域コーデ

ィネーター 鳥釜様にご支援いただきました。本研
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究のためにご協力いただいたみなさまに心から感

謝いたします。ありがとうございました。 

 

11．研究の振り返り 

 「住み続けられるまち」，「住み続けたいまち」

を目標として，小中学校時から学習してきた故郷

の魅力について人口や財政力などの行政データ，

他の過疎地域における実践例，ＳＤＧｓなど様々

な観点から江田島市が抱える課題に対して分析や

解決策を提言することができた。「地域過疎」は近

年の少子高齢化に伴ってますます大きな課題とな

っているが，「まち」は人々が環境と共生し，持続

可能な社会に向けて生きていく上で最も重要な

「基盤」である。その解決は短期間，個人のみの

力でなすことは困難だ。だからこそ，行政や他地

域と連携し，将来世代を見据えた持続可能なまち

づくりに向けて，これからも思案と実践を積み重

ねていきたい。 

 

12．引用・参考文献 

「地域おこし協力隊 日本を元気にする60人の

挑  

戦」 椎川忍，小田切徳美，平井太郎，曽根原 

久司．2015 

「日本は宝の山 農村事業のすすめ」 日本経済 

新聞出版社．2011 

「地域活性化グループ・ダイナミックと土木建築 

学の出会い」実験心理学研究 第37巻．杉万俊 

夫.1997 

「地域活性化における地域ブランドの役割」.新潟 

経営大学紀要．伊部康弘．2013 

「個性を生かした地域戦略の取組事例について」 

RECRUIT．総務省・地域活性化センター．2018

「過疎化が進む地域に人材と活気を。成功のカギ  

は『創造的過疎』にあった」．全国町村会．2019 

「高知県馬路村/地域資源を生かした村の活性化

～ 

村をまるごと売り込む～」．江田島市役所ホーム 

ページ「市政情報」「観光ガイド」「地域おこし

協力隊ＦＢ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 レジュメ 
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（３）第１学年普通科理数コース「ＥＰＳⅠ」 

 指導経験の長短に関わらずファシリテート可能で，かつ段階的に生徒の思考の深化を援助するワークシート

の開発を行った。また，ICTを活用することで学びを蓄積しやすい環境を整えた。 

◯「新型コロナウイルス」探究プロジェクト 

 

 

 

  

図１ 課題研究レポート 



15 

 

 

 

 

 

 

  

図２ 相互評価シート 
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図３ ブレインストーミングによるアイデア出し 
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図４ 各グループの発表用スライド（表

紙） 
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図５ 発表用スライド 
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図６ “テクノ愛2020”応募用紙（健闘賞受賞作品） 
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◯自然観察フィールドワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 共有・発表用スライド 
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図８ 課題研究レポート 

図９ 相互フィードバック（Googleジャムボード） 
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◯「サイエンス」講座（数学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「サイエンス」講座（環境問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 グループの意見共有 

図11 学習前のキリバス共和国に対するイメージ 
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＜講演会の感想＞ 

・ 日本に住んでいて，他の国のこととかを考えていなかったが，世界には大変な国があったり，住むところがいつ無く

なるかわからない時間を生きているのだから，私達が手助けできることを積極的にしていこうと思った。 

・ キリバスは気候変動の影響を受けやすいため，実際に陸地がなくなっていたり，地下水が飲めなくなっていたりなど

の具体的な影響が分かったため，今の環境問題がどれほど重大なものだということが伝わってきた。そのため，地球

温暖化などの気候変動に対して他人事にせず，少しでもそれらのことに対して意識を向け，生活していかなけれがい

けないなと思った。なので，お話にも合ったように地産地消を心掛けることや，飛行機などのエネルギーを多く必要

とするものの利用を控えるなどのことから始めていこうと思った。 

・ キリバスという国についてこんなに詳しく知ったのも初めてだったし，知りたいと思って自分から調べたこともなか

ったけど，自分がそんな国のことも知らずに何も考えずにぬくぬくと無駄遣いをしていたり，便利な生活を送ってい

て，学校でする勉強も大切だけど，こういうことを学習して世界のことを知るのもいいことだなと思いった。 

 

◯「先輩に学ぶ講座」 

＜講演会の感想＞ 

・ 本当にスーパーマンのような人だと思いました…。 自分の人生を確実に有意義でしっかりとしたものにするという

強い意志があって今までを熱意と努力で頑張ってきたことが分かりました。 

・ これまで苦手な英語から逃げてきているのでいつか必要になるのならこれから頑張ろうと思った。好きなことばかり

やるのもいいけど，いつか限界が来る時があるんだと思った。この講演を今後の生活や課題研究に生かしたい。 

・ 自分だけの人生なので誰も責任をとることができないということが分かった。 

・ 実際に研究員として働いている方の貴重な話を聴くことができ，とても面白かった。好きなことを仕事にすることの

大変さと面白さを知った。 

 

 

図12 質問一覧 
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◯「大学×ＳＤＧｓ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13 事前学習シート 

図14 記録用紙 
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◯「企業×ＳＤＧｓ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 株式会社サタケへの質問アイデア出し 

図16 マツダ株式会社への質問アイデア出し 
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◯「行政×ＳＤＧｓ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図17 事前学習シート                    図18 記録用紙 

図19 質問アイデア出し 
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 図21 記録用紙 

図20 質問一覧 
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（４）第２学年普通科理数コース「ＥＰＳⅡ」 

〇生徒作成の自己評価ルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図22 論文の要約と共有シート 

図１ 生徒作成の自己評価ルーブリック 
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〇研究スライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇レジュメ（作成途中のもの） 

 

マイクロプラスチックがカキに与える影響 

 

１．研究の背景 

近年，世界ではマイクロプラスチック(以下MP)問題が注目されている。MPは広島湾にもたくさんあることが，先輩

の調査で明らかにされている。広島湾はカキの養殖が日本一だが，このままでは広島の特産物であるカキに悪影響が

あるのではないかと考え先行研究を調べた。すると，カキの生殖が，摂食したMPによって悪影響を受けることが報告

されていた［1］。そこで私たちは，カキのMPの摂食量と外的要因との関係，MP摂食方法，MPを摂食し排出するまで

の時間など，MP の摂食に着目してそのメカニズムを明らかにすることにし，その研究成果を MP からカキを守ること

につなげたいと考えた。 

(1) 予備調査１「MP摂食量がエサのプランクトン濃度に影響されるのか」 

海水中のMP密度は変えず，エサ（クロレラ）の濃度のみを変化させてマガキのMP摂食量を調べた。その結果，エ

サの濃度とMP摂食量との間に相関はみられなかった（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 海水中のエサの濃度とMP摂食量 

図２ 研究スライド 
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(2) 予備調査２「マガキが内臓のどの部位にMPを取り込むのか」 

マガキに MP を与えて１日静置した後，内臓を３つの部位に分け，強酸と強塩基で有機物を溶かして観察した。そ

の結果，どの部位でもMPを確認した（図２）。 

 

 

 

 

 

図２ 内臓の各部位におけるMP（〇の中にMPを確認） 

 

２．マイクロプラスチック 

紫外線や波浪などの物理的な刺激によって５㎜以下に細片化したプラスチック。 

 

３．目的 

 MPがマガキの摂食に与える影響を明らかにする。 

 

４．仮説 

(Ⅰ)マガキに与えるMPの量が増加すると，マガキのMP摂食量が増加する。 

(Ⅱ)マガキに与えるMPの量が増加すると，マガキのエサ摂食量が減少する。 

(Ⅲ) MP摂食量が多いほど，MPの排出にかかる時間は長くなる。 

５．検証方法 

(1)材料 MP(赤色プラスチックの細片)，マガキ（図３），エアーポンプ，クロレラ(エサ)，人工海水，ビーカー, 瓶，

吸光光度計，吸引ろ過機 

 

 

 

 

 

 

 

(2)仮説(Ⅰ)の検証の方法 

① 瓶を３個用意し，異なるMP密度（表１）の人工海水を入れ，エアーポンプを設置した。 

        表1 海水中のMP密度 

瓶 １ ２ ３ 

MP(g/L) 0.02 0.04 0.08 

② ①に１匹ずつマガキを入れ，１日間静置した。 

③ ②のマガキの身を取り出し，KOHaq(1.0mol/L)につけて有機物を溶かし，HClaq(1.0mol/L)を加えて中和した。 

※①～③を方法αとする。 

④ ③をろ過してMPを回収し，MPの質量を計測した。 

(3)仮説(Ⅱ)の検証方法 

① 瓶を３個用意し，異なるMP密度（表１）の人工海水を入れ，エアーポンプを設置した。 

② ①に１匹ずつマガキを入れ，１日間静置した。 

③ ①とは別の瓶を３個用意し，それぞれに同じ濃度のクロレラが入った人工海水を入れた。 

④ ③に②のマガキを１匹ずつ入れ，１時間静置した。 

外とう膜・エラ       口・唇弁            消化盲嚢 

図３ マガキの採取地（宮島沖） 
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⑤ ④の海水を吸光光度計にかけ，吸光度を計測したた。 

(4)仮説(Ⅲ)の検証方法 

① 方法αを行った。 

② ①とは別の瓶を３個用意し，人工海水を入れた。 

③ ②に①のマガキを１匹ずつ入れて静置し，海水を１時間後，12時間後，24時間後，48時間後に採取した。 

④ ③の海水をろ過してMPを回収し，質量を測定した。 

 

６．結果 

(1)仮説(Ⅰ)の検証結果 

海水中のMP密度が大きくなるにつれて，マガキのMP摂食量も大きくなった（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 海水中のMP密度の変化とマガキのMP摂食量 

(2)仮説(Ⅱ)の検証結果 

MP密度が大きい海水で，クロレラの光合成色素の吸光度が高い赤色光（650～700nm付近）及び青紫光（500nm以下）

の吸光度が高かった（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 海水の吸光光度 

(3) 仮説(Ⅲ)の検証結果 

検証中 

７．考察 

(1) 仮説(Ⅰ)の考察 

図４より，海水中のMP密度が大きくなると，マガキがより多くのＭＰを取り込むと考えられる。 

よって仮説Ⅰの立証が示唆される。 

(2) 仮説(Ⅱ)の考察 

図５より，MP密度の大きい海水に多くのエサ(クロレラ)が残っていると考えらる。このことから，海水中のMP

密度が大きくなると，エサの摂食量が減少すると考えられる。よって仮説Ⅱの立証が示唆される。 
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８．課題と展望 

・今後，データを多くとり個体差による誤差を少なくしていきたい。 

・検証方法の工夫を重ね，より良い方法を模索する。 

・摂食したMPを排出するのにどのくらいの時間がかかるのか，時間別に調べる。 

・校内外で MP 問題解決のために活動に取り組み，研究成果を広く公表することで，MP 問題の解決に地域の方々と一

緒に取り組む。 

９．謝辞  

 本研究は，JF大野町漁業協同組合，島田水産にマガキを提供していただきました。また，島田水産には牡蠣いか

だ周辺のフィールドワークにもご協力していただきました。心より感謝申し上げます。 

10．引用・参考文献  

 [1] 「漂流するマイクロプラスチックで牡蠣が食べられなくなる?」米国科学アカデミー紀要 
https://www.afpbb.com/articles/-/3075389(2020/5/11アクセス) 

 [2] 「マイクロプラスチックとは何か」東京農工大学 農学部 環境資源科学科    
https://web.tuat.ac.jp/~gaia/item/(2020/5/11) 

 [3] 「広島マガキ 生態」広島市水産振興センター 
http://www.haff.city.hiroshima.jp/suisansc/kaki_seitai.html(2019/6/28アクセス) 

[4] 「マガキ」市場魚介類図鑑 
https://www.zukan-bouz.com/syu/(2019/6/26アクセス) 

[5] 『クジラのおなかからプラスチック』保坂直紀 旬報社(2018) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ レジュメ 
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２ グローバル平和探究（ＧＨ） 

（１）環境問題 

【ＧＷ課題】 

◎セヴァン・スズキさんとグレタ・トゥーンベリさんの２人の演説を読み，それぞれの演説の中で印象に

残ったフレーズを挙げ，その理由を答えよ。 

 

◎彼女たちの考えで世界を変えることは可能なのか，それとも不可能なのか，意見を述べるとともに，な

ぜそのように考えたのかの理由を述べよ。 

 
 

◎４教科（地理・英語・理科・数学）は環境問題に対しどの様にアプローチすればよいか，あなたの考え

やアイデアを各教科50字程度で述べよ。 

《地理》 

○世界のどこの国でどのような環境問題が起こっているのか学ぶ。また，その国の風土などの詳しい

情報を調べ，グループワークなどをして仲間と情報を共有する。 

○その国特有の資源や気候を理解し，それがどう環境問題と結びついているのか，また解決策はどれ

が一番適切なのか考える。 

○土地の気候・地形また社会情勢を踏まえたうえで，その土地の現状や社会課題を見つけていく。 

○世界的な統計や世界地図から読み取れる各国同士のかかわりあいから，さまざまな答えとの関連を

見ていくようにしていく。 

○それぞれの国の自然や資源に関する現状を調べて，現在危惧されている問題が起こるまたは悪化し

た場合起こりうる問題を予想する。 

○どのような地域でどのような問題が起きているか，地図を見て色分けしたり地理的な共通点を見つ

ける。 

○世界中の国の地質や自然環境を学び，その地域ならではの取り組みや伝統を環境問題へ役立てる。

国際的な支援団体を紹介して意識を高める。 

○世界中それぞれの地域の土地や気候を調べて，それぞれに合った環境問題への対策を考えればよい

と思う。 
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《英語》 

○環境問題についての様々な考えを持つ外国人のスピーチを聴いて自分の意見などを考え，それを外国

人と英語でディスカッションやディベートをする。 

○英語力を身につけて日本人と日本語を用いて環境問題について話し合うだけでなく，他国の人と英語

を用いて環境問題に対する理解を深める。 

○環境問題にかかわる英語の論文やスピーチで，考えを深める。探究の内容をプレゼンテーションやレ

ポートなどの方法で英語で発表し，多国籍の人と意見交流する。 

○様々な国の人と話し合うのに支障のない英語力を身に付け，意見交流をすることで考えを深め，より

良いアイデアを導き出す。 

○英語表現で基本的なことから，応用の表現まで学習する。コミュニケーション英語では，会話でよく

使うものや，発音を覚える。加えて，外国の文化を学び，日本の文化との違いを実感する。 

○英語は世界共通語であり話すことができれば，世界の人と話し合うことができる。だから英語の４技

能の力をつけることで世界の人にアプローチすることができると思う。 

○英語を使うことで外国の意見や考えが分かり，考えが広がると思う。また，英語を使うと外国人と交

流がしやすいので，さらに世界規模で環境問題を深く考えることができると考える。 

《理科》 

○地学では，宇宙の歴史や地球の歴史を学んでおり，地球温暖化の原因が，本当に二酸化炭素にあるの

か探る。 

○科学的な結果や実験法が必要な時など，考える幅を広げていくことができてくる。さらに，資料が読

みやすくなる。 

○環境の変化に対応できるDNAを見つけ出し，新たな生物を生む。但し，今の生態系に悪影響を及ぼさ

ないものにする。 

○理科では実験などの際，仮説をたて実際に調査します。そうすることで批判的・創造的な思考を養う

ことができるので，探求の課題解決に向けて優れたやり方で取り組むことができる。 

○絶滅危惧種の原因や地球温暖化の原因でもあるオゾン層の破壊について学ぶことで，これから何を改

善していくべきなのか考えることができると思う。 

○どんな化学物質が人間や動物に悪い影響を与えるのか調べる。また，日頃，私たちがどんな有害物質

を出しているのか調べる。 

○気温や水質，生き物などについて調べて，その結果を環境問題と重ね，問題の原因や解決策を考えた

りする。 

《数学》 

○環境問題が起こっている国や地域の気温や二酸化炭素の排出量などを折れ線グラフなどのグラフに

表して，分かりやすく整理する。 

○環境の変化などに対する数・式・図・表・グラフなどを活用し，未来の数値を算出したり数値目標を

考えることができる。 

○木の樹齢からあとどのくらい生きていけるか調べる。十年単位で気温はこれからどう変化するのか棒

グラフなどを用いて示す。いつから地球温暖化が始まったのか，年度ごとの気温の上昇値から特定す

る。 

○図やグラフを活用して探究するとき，平均値を計算するなどし，その図やグラフの特徴や傾向などを

つかむことで分析的に考察する。データを正確に読み取ることをできるようにする。 

○現状を数値ではっきりと示したり，対策によって減らせる CO₂の量などを計算したりと，多くの人に

伝わる情報を提示する。 

○数学的な見方と方法，統計解析，コンピューターを操るスキルで，環境予測や影響評価など分析して

いく。 
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【スライド作成】 

そ       グループ毎に，地球温暖化・砂漠化・森林破壊・酸性雨（大気汚染）・海洋汚染の５つの環境問題につ

いて，各グループ内で１人１つの環境問題を担当し，リサーチを行う。 

調べる際には，上記の各教科の関わりを意識し，担当する環境問題の原因・現状・将来予測を踏まえな

がらそれに関するデータや資料を載せ，最終的には自分ならその環境問題に対してどのように関わるのか

という自らのアイデアや対策を盛りこむことを目指す。最後にGoogleスライドを利用して，１人１スライ

ドを作成し，それを用いた発表を行う。 
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（２）都市（貧困）問題 

モンゴル（ウランバートル），バングラデシュ（ダッカ），ケニア（ナイロビ），ボリビア（ラパス），

ナイジェリア（ラゴス），ブラジル（リオデジャネイロ），インド（ムンバイ）の７都市を対象地域とし，

Google Jamboard に各班毎に選んだ国（都市）の強みを上段に，弱みを下段に書き出す。対象国の強みを

青い付箋に書き上段に，弱みを赤い付箋に書き下段に貼り付けるように指示する。 

〔モンゴル〕 

 

〔バングラデシュ〕 
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〔ケニア〕 

 

〔ボリビア〕 
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〔ナイジェリア〕 

 
 

〔ブラジル〕 
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〔インド〕 

 

プレゼンテーション（ＢＯＰビジネスの考えで，売り手・買い手ともにWin-Winの関係になる起業の提案） 

〔ビジネスプランシート〕 

１ ビジネスプランのタイトルと対象国 

２ プランを思いついたきっかけ・目的 

ビジネスプランを

思いついた 

きっかけ・目的 

料理がおいしくないランキングで世界６位に入っているため，観光客がきにくい

と考えた。だから，料理をおいしくすれば観光客がきやすくなり，それによって

経済が回り，経済悪化を防ぐことを目的とする。 

３ 商品・サービス 

①商品・サービスの

内容 

モンゴル草原で採取できるハーブを使って，今までおいしくないとされてきた羊

肉の臭みを取る→観光客の口に合ったものが提供できる→観光客が訪れやすくな

る 

②既存の商品やサ

ービスとの違いや

セールスポイント 

 

羊肉＝臭みがある→ハーブを使うことで臭みが消せる→食べやすくなる 

 

タイトル 
（フリガナ）  ヨウニクカクメイ～モンゴルビジンヲソエテ～                             

羊肉革命 ～モンゴル美人を添えて～ 

ビジネスプランの 

概要 
羊肉の臭みをレモンバームというハーブを使って消す。 

対象国 モンゴル 
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③同じような商

品・サービス 

（競合品の確認） 

ハーブティー 

ハーブを馬に与えその馬肉をジャーキーにして犬に与える。 

４ 顧客（商品・サービスを販売・提供する先） 

①想定している 

顧客（ターゲット） 
観光客 

②具体的な販売（提

供）方法，広   

告方法 

観光客向けのレストランや飲食店等で，羊肉を使う際にハーブで独特の臭みを消

し，観光客に良い印象を持ってもらう→羊肉の人気が高まる→観光客増加 

５ 必要な経営資源など 

①必要な経営資源 

（ヒト，モノ，技術，

ノウハウ） 

ハーブの加工の仕方を教えてくれる人 

②実現に向けて考

えられる課題 

（ハードルやリス

ク）とその対処方法 

・ハーブの加工の仕方が分からない人が多い→加工方法を知っている人を中心に

講習会を開く 

・観光客が持っている印象を変える→有名人の方に宣伝・接客してもらう 

〔生徒たちが作成したスライド〕 
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（３）エリアスタディ 『未来予想世界地図2020 ～10年後の世界を，平和で豊かにするために～』 

各自で自由にエリアを決め，背景，問題点，原因分析，解決策，自らの行動宣言，引用参考文献につい 

て，ルーブリックを参考にして論述しなさい。 

対象国（ アメリカ合衆国 ） ＳＤＧｓ番号と目標（ ３  すべての人に健康と福祉を  ） 

タイトル 「  肥満大国からの脱却  」 

 

１ 背景（なぜそのエリアなのか。なぜその課題に注目したのか？） 

アメリカ合衆国は多くの国際大会で優秀な成績を残す，スポーツ万能国に見える一方で，肥満率では 

世界１・２位を争う肥満大国である。 

なぜ同じ国の中でもそのような差が生まれてしまうのか。肥満になってしまう人は何が原因なのか，興

味を持ったので調べることにした。 

 

２ 問題点（問題の所在を明らかにする。） 

肥満とは，体脂肪が超過している状態のこと。大人の場合，BMIが30％以上の人のことを指す。 

アメリカ合衆国における肥満の状況は非常に危機的な状況にあり，BMI が 30%以 上の超肥満者の割合

は，ＯＥＣＤ諸国の中では圧倒的な30.6％の数字を叩き出している。  

①子供の肥満率の増加。→ 40 年弱で５％から約 17％へと３倍以上増加 

②低所得者の肥満率が比較的高い 

③運動不足→肉体労働の減少，都市化の進展などで米国人の運動量は半世紀前に比べて３割近く減少 

④ファストフードの利用率が高い→週１回以上の利用者 全体の４７％ 

 

３ 原因分析（なぜその問題が起こっているのかについて，数値データなどを用いて具体的に書く。） 

アメリカ合衆国の食文化に根付いている加工食品と外食の氾濫による栄養過多な状況が続いている。 

①アメリカの子供の多くは，1日３回の食事を学校でとる。→その学校の給食でジャンクフードがよく出

されるため，カロリーが高く，栄養バランスも悪い食生活が身についてしまう。甘い清涼飲料やお菓

子も簡単に手に入ってしまうため，子供がそれらを摂取する機会も増える。ジャンクフードなどのテ

レビＣＭに興味がそそられ，つい手に取ってしまう。 

②世帯収入が低い世帯はフレッシュでヘルシーなものの入手が非常に限定的になってしまう。 

→トクホ指定された食品は販売されているが，指定されていないものよりも価格は高く設定されている。

また，経済的な余裕があれば，オーガニックの食品も買うことができるが，低所得の人はそうはいか

ない。安価であるため，誰でも手に取れるジャンクフードに頼ったカロリーが高く，栄養バランスも

偏った食事となる。 

③街の基本設計が，車を使わないと生きていけないという住環境，子供遊びの形態の変化テレビゲー 

ム，インターネット等，家にこもるレジャーが中心）→運動する機会の減少 

④アメリカ合衆国には，ハンバーガーやチキンなど，ジャンクフードを多く取り揃えているファストフ 

ード店が多数ある。→価格も安いため，多くの人が利用する。 
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４ 問題点の解決策（既存の解決策についてエビデンスを示して具体的に書く。） 

［学校での取り組み］ 

アメリカ合衆国の子供たちの多くは一日３回の食事をほとんど学校で済ませ，多くの時間を学校で過ご

す。そのため学校での取り組みを中心に政策が行われている。 

○ wellness policy 

学校内における栄養・保健教育全般についての学校としての明確な指針を定め明文化することで，学 

校全体として健康・栄養の問題に取り組む姿勢を強調するだけでなく，実際の体制づくりにも役立て 

る。 

○ 学校給食の改善させる。 

学校でのコーラやジャンクフードの販売を制限する。ジャンクフード撲滅習慣の導入。 

○「健康増進デー」の運動版を実施 

  毎週金曜日を運動増進の日に設定し，連邦政府が推奨する１日６０分の運動を行うように生徒達に働 

きかけることや校内放送を使って，運動に関する情報を提供したりする。 

  また，休み時間に何らかの運動メニューを考えたり，体育の授業に工夫を加えたりすることで生徒た 

ちの運動量を増加させる目的として「金曜日は運動デー」を推奨している。 

○ 「レッツ・ムーブ」という子供の肥満撲滅キャンペーンを実施 

州独自の栄養基準を設けたり，Wellness Policy（健康増進指針）の制定の義務付けなどの遵守規定 

を盛り込んでいる。 

→しかし，これらの取り組みは一部の地域で行われているものであるため，より多くの地域に広めてい 

く必要がある。 

 

５ 自らの行動宣言（現在及び１０年後の自分がその問題にどう関わるのか？） 

【現在：今すぐできる事，現在すでに取り組んでいる事】 

○日本の肥満率を減らすために，アメリカ合衆国の例を参考にして注意すべき点やどうすれば肥満が防

げるのかを伝えていく。 

○日本においての肥満の原因は何なのか調べる。 

【将来：10年後を見据えて，自分の在り方や生き方に合わせて，これからどのように取り組むのか】 

○安価で誰でも手に取れるような健康食品の開発。 

○日本の健康食品はアメリカ合衆国よりも進んでいると思うので，それをアメリカ合衆国に輸出する。 

○誰でも簡単に楽しく取り組めるトレーニングを考案し広めることで，運動不足に対抗する。 

 

６ 引用参考文献 

○355.pdf (clair.or.jp) 米国における子ども達の肥満とその対策 ～学校での取り組みを中心に～  

Clair Report No. 355 (March 10,2011) (財)自治体国際化協会 ニューヨーク事務所(2021年２月４ 

日) 

○06 米国社会が取り組む「肥満との戦い」 

【コラム】ポトマック河畔より | インサイト | 丸紅株式会社 (marubeni.com)(2021年２月４日) 

○アメリカ国民の肥満率とその理由 (inoyo.net) (2021年２月４日) 

 
 
 
 
 

 

 

http://www.clair.or.jp/j/forum/pub/docs/355.pdf
https://www.marubeni.com/jp/insight/potomac/backnumber/06.html
https://www.marubeni.com/jp/insight/potomac/backnumber/06.html
http://inoyo.net/wp-content/uploads/2013/09/8737d4f07a54a02e76c6c62752ba20c4.pdf
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３  グローバル・イングリッシュ（ＧＥ） 

年度末に次のいずれかの項目に当てはまるテーマで，400語以上のエッセイを書くという課題を課した。 

項目①「ヒロシマについての知識があり，核軍縮について自分の考えを英語で表現することができる。」 

項目②「『平和で持続可能な社会の構築』に向けて，ＳＤＧｓの達成に資する個人研究のテーマが明確であ

り，他者と共有したり意見交換をしたりしたいと考える課題がある。」 

エッセイの内容は，GE の授業を通して考えたこと，「夢探究」で研究しているテーマ，Stanford 

e-Hiroshima 等に参加し取り組んだ研究テーマのいずれでも可とした。生徒が書いたエッセイの中から代

表的なものを掲載する。 

 

Essay 1             Every little helps 

   October 24, 2020 was the memorable day when the 50th country, Honduras, ratified the Treaty on 

the Prohibition of Nuclear Weapons (TPNW). Ninety days later, on January 22nd 2021, it took effect. 

   The nuclear problem has been discussed for ages. One use of a nuclear weapon causes tragedy to 

humans and the environment. One nuclear weapon gives other countries a tense feeling and a sense 

of distrust. I can never say that we will obtain world peace without the abolishment of nuclear 

weapons. However, a great number of countries have possessed them.  

   So you would think, “Nuclear power weapons should be abolished right away!” But, we are in the 

nuclear umbrella today. (I never want to say “We are protected by nuclear umbrellas”). NATO, the 

North Atlantic Treaty Organization mentions that it is necessary to preserve nuclear weapons in 

order to achieve security. On the other hand, a member of NATO, Belgium’s Alexander De Croo’s 

Administration announced that they will consider how NATO develops nuclear 

disarmament. Professor Tom Sawer at Antwerp University mentioned that it is the result of parties 

and society’s cooperation.   

   Not only NATO’s example but also many articles say the progress for abolishing the nucleus is 

“the result of hibakusha’s many years of effort”.  It is true, but many people don’t know about 

hibakusha in other parts of the world, except in Hiroshima and Nagasaki, do they? Let me give you 

some examples. 

   One example is Trinity Site, in New Mexico in the U.S. This is the proving ground where a 

nuclear test was conducted for the first time in the world on July 16th, 1945. According to the 

National Cancer Laboratory in the U.S, the number of cancer patients increased by one thousand 

because of the experiment in New Mexico. 

   It was not until I had read it in the newspaper that I knew this. I have studied about the tragedy 

in Hiroshima and Nagasaki but I found it was the tip of the iceberg. As I thought like this, the former 

residents of New Mexico are said to be “Forgotten atomic bomb victims”. 

   Another example is Emu and Maralinga, both in Australia. These were near the Aboriginal 

residential area where British nuclear tests were conducted several times from 1952 to 1963. Black 

Fog as well as Black Rain in Hiroshima, ruined Aborigines. Aunty Sue is a member of ICAN and was 

only two years old in 1952 when she was exposed to radiation. In those days, Aborigines had neither 

the right to vote nor the right to be told about the situation.  

   When I read about the Treaty, I was interested in the sentence “Australia denies ratifying the 

TPNW, as well as Japan”. We have been in the American nuclear umbrella in common. I doubt if 

either Japan or Australia truly get along with the U.S. If Japan ratified the TPNW, would the terms 

with the U.S. become worse? Are the terms true and fair? If security makes these twisted terms, I can 

say that preserving nuclear weapons generates twisted terms in the international community.  
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   I think that non-nuclear states must throw away the idea that “We are protected thanks to 

nuclear states”. On the other hand, nuclear states must throw away the opinion “We are protecting 

non-nuclear states”. Both have to change the way of securityーfree from nuclear weapons. 

   Recently, in November 2020, the U.S. conducted a nuclear test. While I’m facing the screen of my 

laptop sitting on the chair, tragedies are generated day by day. What we can do is know the tragedy 

and absolutely hold our attitude against nuclear weapons because we could achieve ratification of 

TPNW thanks to people’s continuous action.     

 

 

Essay 2         The Seriousness of Poverty  

In the 17 goals of the SDGs (Sustainable Development Goals), there is a goal for poverty. It is 

"END POVERTY IN ALL ITS FORMS EVERYWHRE ". People in Japan like me are not poor and 

have many things, such as houses, cars, enough food, and so on. We will not think about those who are 

suffering from poverty. On the other hand, however, more than 800 million people all over the world 

are forced to live on less than $1.25 a day. Many of them are living in developing countries.  

Of course, they can not afford to buy what they want and like. There are some reasons why they 

are suffering from poverty. For example, they can not choose their jobs because they were not 

educated at school. There may be some people who think poverty is not a serious problem, but their 

idea is wrong. Please let me give you an example. There are countless children who can’t get safe 

water because of poverty. The majority of areas where they live do not have water supply in many 

homes and do not have sufficient sewage facilities. So it is difficult for them to get out of an unsanitary 

environment. Some children are forced to drink dirty water. This dirty water can cause them to die. 

Even though their age is not much different from ours!  

As long as this problem is occurring, a peaceful and sustainable society will not be realized. In 

order to realize it, we have to think about this problem and act on it. There is some support which 

Japan provides to African countries. NPOs and NGOs made an urgent donation when malnutrition 

occurred in Burkina Faso, Mauritania, Mali, Senegal and Niger and are developing a nutrition 

business in order to solve hunger problem in Mozambique, Zimbabwe and Malawi. Actually, Japan is 

dealing with the problem African countries have with the point of view that “without solving African 

problems, there is no stability and prosperity in the world in the 21st century”.  

I think the most important thing to solve the poverty problems is that individuals act. There are 

many things we can do. I will give you two examples from many solutions. First, we can donate our 

money. Organizations such as NGOs make programs to help people who need it by collecting money. 

We are able to have an opportunity to help them directly. Second, we can understand poverty and 

disseminate information about it. The more we know about economic and social circumstances and 

the actual situation of international cooperation, the more people around us will be interested in 

poverty. As we know, “small things add up to a big difference”. Poverty can be dealt with by everyone 

acting. 

 

Essay 3      Education for children, Education for us   
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    The SDGs have set a goal of “Quality Education” in the education sector. In Japan, lack of access 

to education may not be a common problem, but there are many children in the world who do not have 

access to sufficient education.   

    Education is about creating the future for children. However, there are many children who lack 

access to education. According to a 2018 UNICEF report, 303 million children between the ages of 5 

and 17 are out of school around the world., meaning that one in five children aged 5-17 is out of school. 

Many of these children are from areas of the world known as developing countries.  

    Why is this a global issue? There are a number of reasons. First, education is the foundation of 

social life. For example, through education, they learn to read and write, but these children have not 

been able to learn to do so. As a result, they are unable to choose a profession or are forced to sign 

unfair work contracts. 

Second, the lack of access to education puts children at risk. A major example of this is child labor. 

According to the International Labor Organization (ILO), as of 2017, there are 152 million children in 

the world who are engaged in child labor. Third, they are left behind by society. They are unable to 

vote in elections or read discussion materials. This prevents them from expressing their own opinions 

and participating in social activities. Especially when it comes to elections, it is important for a 

country to have its citizens express their opinions in order for it to develop. In summary, education 

builds people and society, and it is essential for the development of a country.  

   What are the causes of this issue? A major cause is the vicious cycle in the education sector. 

Children who are not educated go out into the society, and those children become adults and lead the 

society without the right knowledge. In such a society, the next generation of children will not be able 

to receive education. Such a vicious circle continues in the next generation. Furthermore, new social 

problems such as child labor and social disparity are created in this vicious cycle.  

What should the international community do? Communities must recognize the importance of 

providing educational opportunities for their children. This is because one of the causes of this 

problem is the lack of cooperation from parents and other community members. Without the 

cooperation of the local community, it is difficult to operate a school in a developing country.  

   There are few ways for me to directly help children in developing countries now. But that doesn't 

mean that I can't do anything. There are two things I can do. The first is to donate money, and the 

second is to be happy that I am currently receiving an education and to study hard. Now that I know 

this tragic reality, I can never waste the opportunity I have to study. By gaining more knowledge, I 

hope to be in a position to save children when I grow up.  

   In conclusion, education will change our future, our society, our country, and our world. This is the 

importance of education. Our actions are necessary for the realization of equal education.  

 

 

 

 

 

 

 

Essay 4   Is it possible to prevent “Disaster-related death”? 
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      I have done research on “Disaster-related death” for a year. I want to write about my research 

here. The trigger of conducting this research was taking part in “IDEASON 2020”. This is a project 

aimed at gathering ideas for measures to deal with natural disasters.  

      When I was finding out about disasters to think of ideas to deal with them, I learned that many 

people died because of “disaster-related death”. It means dying while living in a shelter. In addition, 

most of the people were old people aged 70 or older who had previous diseases. It is a big problem for 

an aging society in Japan. It is said that stress and the shock of disasters creates tension and 

sympathetic nerves. As a result, they lead to “disaster-related death”. As for elderly people, they died 

because of fatigue caused by their evacuee lives and deterioration due to previous diseases, so it is 

efficient to focus on those people and think of measures to help them. 

       As of now, a lot of measures to prevent “Disaster-related death” are taken in the world. 

 As a typical example, TKB (toilet, kitchen, and bed facilities) are provided to shelters within 72 

hours after natural disasters happen to improve the quality of lives of people in shelters in Italy. 

Another example is, tents were provided to shelters in Kumamoto in 2016. However, these systems 

are not enough to deal with elderly people who have previous diseases and are in need of long-term 

care, so I thought concrete measures for these people should be taken. Therefore, I thought about the 

promotion of establishing welfare shelters. They are shelters that admit these people. To understand 

the progress of establishing welfare shelters in Hiroshima city, I asked a person who works for city 

hall to respond to my questionnaire. What I learned from the results of the questionnaire was that a 

program of establishing welfare shelters isn't conducted and there was a shortage of people who 

support welfare shelters in Hiroshima city. I thought that will be hard for us to establish welfare 

shelters if wide-ranging disasters happen, so we should promote the establishment of welfare shelters 

before natural disasters happen. In addition, we should grasp what kinds of nursing care is necessary 

for elderly people who have previous diseases and are in need of long-term care, and recruit volunteers 

and caregivers so that we can make welfare shelters operate smoothly.  

      However, there are still problems with these measures. In particular, how we should recruit 

volunteers and caregivers. A lack of caregivers is a social problem in Japan. As for me, I can tell elderly 

people about welfare shelters and conduct fund-raising to establish welfare shelters personally. 

       I want to solve the problem with further research. l have already learned a lot from this research. 

For example, the importance of not giving up on research whenever hardships confront me and 

referring to measures in foreign countries to solve problems from various points of view.  

I hope we can prevent “Disaster-related death” with these measures and contribute to 

Sustainable Development Goal No 3; GOOD HEALTH AND WELL-BEING. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 


